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直方市バーチャルミュージアム

直方の文化を隅々まで

直方市インスタグラム

さあ、あなたもフォロー！

人の動き

直方市公式LINE

直方市と友だちになろう!
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直
方
市
史
に
登
場
す
る「
筑
豊
炭
田
」

　

直
方
市
史
下
巻
（
昭
和
五
十
三
年

一
九
七
八
年
発
行
）
の
「
文
学
作
品
に
あ

ら
わ
れ
た
直
方
」
で
舌
間
信
夫
氏
が
次
の

作
家
と
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

①
森
鷗
外
の
「
小
倉
日
記
」

②
林
芙
美
子
の
「
放
浪
記
」

③
夢
野
久
作
の
「
犬
神
博
士
」
な
ど

④
橋
本
英
吉
の
「
筑
豊
炭
田
」

　
こ
れ
ま
で
①
〜
③
に
つ
い
て
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。
文
庫
化
さ
れ
て
入
手
可
能
な

こ
れ
ら
の
作
品
と
異
な
り
④
は
入
手
が
困

難
で
す
が
、
明
治
時
代
の
筑
豊
炭
田
の
歴

史
が
描
か
れ
、
直
方
が
重
要
な
舞
台
と
し

て
登
場
し
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
橋
本
英
吉
と
は

　

橋
本
英
吉
（
一
八
九
八
〜
一
九
七
八
）

は
本
名
・
白
石
亀
吉
。
現
在
の
築
上
郡
吉

富
町
に
生
ま
れ
、
田
川
の
伊
田
小
学
校
を

卒
業
後
に
三
井
田
川
坑
に
勤
務
し
、
上
京

後
は
印
刷
工
な
ど
を
経
て
作
家
に
。

　
当
初
は
横
光
利
一
の
影
響
を
受
け
ま
し

た
が
、
後
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
作
家

に
な
り
ま
し
た
。

　
小
説
に
関
す
る
逸
話

　
①
芥
川
賞
候
補
に

　

昭
和
十
七
年
一
九
四
二
年
下
期
の
第

十
六
回
芥
川
賞
に
「
柿
の
木
と
毛
虫
」
が

候
補
作
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

受
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
選
考
委
員
（
宇
野
浩
二
・
佐
佐
木
茂
策
・

久
米
正
雄
・
川
端
康
成
・
滝
井
孝
作
）
の

選
評
に
よ
る
と
、
も
は
や
新
人
で
は
な
く

中
堅
作
家
と
の
評
価
で
し
た
。

　
②
映
画
の
原
作
に

　
昭
和
二
十
三
年
一
九
四
八
年
の
「
富
士

山
頂
」
が
同
年
公
開
の
同
名
の
新
東
宝
映

画
（
藤
田
進
・
原
節
子
主
演
）
の
原
作
に

な
り
ま
し
た
。

　
同
名
の
映
画
（
石
原
プ
ロ
製
作
・
日
活

配
給
。
昭
和
四
十
五
年
公
開
）
は
新
田
次

郎
の
同
名
の
原
作
で
、
山
頂
で
の
困
難
な

気
象
観
測
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

　
長
編
歴
史
小
説
「
筑
豊
炭
田
」

　
昭
和
十
八
年
一
九
四
三
年
に
今
日
の
問

題
社
か
ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
筆
者
は

ネ
ッ
ト
検
索
で
古
書
店
か
ら
購
入
し
ま
し

た
が
、戦
時
下
の
物
資
不
足
の
た
め
紙
質・

製
本
と
も
最
悪
の
状
態
で
す
。

　
と
き
ど
き
検
索
し
て
い
ま
す
が
、
か
な

り
の
高
値
が
つ
い
て
い
ま
す
。
直
方
市
立

図
書
館
で
は
閉
架
書
庫
に
収
納
さ
れ
貸
出

し
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
主
人
公
は
中
泉
に
自
宅
が
あ
り
、
父
親

は
元
福
岡
藩
士
で
炭
鉱
経
営
に
失
敗
し

て
自
決
。
本
人
は
後
に
排
水
ポ
ン
プ
の

技
術
者
に
な
り
ま
す
が
、
明
治
六
年
頃

一
八
七
三
年
で
十
八
歳
と
い
う
設
定
で
、

作
中
で
明
治
九
年
一
八
七
六
年
の
秋
月
の

乱
の
敗
残
兵
に
遭
遇
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
が

展
開
し
、新
た
な
出
会
い
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

直
方
が
舞
台
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、

明
治
二
十
四
年
一
八
九
一
年
の
筑
豊
興
業

鉄
道
直
方
駅
の
開
業
、
明
治
三
十
年
代
の

藤
棚
坑
お
よ
び
本
洞
坑
の
火
災
。
炭
鉱
主

が
集
う
筑
紫
亭
な
ど
で
す
。

　
麻
生
太
吉
・
貝
島
太
助
な
ど
実
在
の
人

物
が
次
々
に
登
場
し
て
活
躍
し
ま
す
の
で

次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

　
橋
本
英
吉
の
文
学
碑

　
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
前
の
石
炭

記
念
公
園
の
中
に
あ
り
ま
す
。

  
直
方
文
学
散
歩
・
小
説
編

  

橋
本
英
吉
の「
筑
豊
炭
田
」

第 66 回

「筑豊炭田」
（初版本の扉）
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